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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
－
迷
え
る
死
神
の
鎌
－

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
１
１
Ｋ

【
作
者
名
】

　
夜
宵

【
あ
ら
す
じ
】

　
『
ノ
リ
ス
タ
チ
ア
』
と
い
う
国
。

そ
の
国
の
各
街
々
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
は
、

持
ち
主
が
死
ん
で
行
き
場
を
無
く
し
暴
走
し
て
い
る
、

ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
と

迷
え
る
死
神
の
鎌

死
神
『
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
＝
ア
ル
フ
ィ
ス
』

デ
ス
サ
イ
ズ
『
ア
リ
ス
＝
キ
ャ
ノ
ワ
ー
ル
』
達
の
戦
い
。

※
軽
く
グ
ロ
テ
ィ
ス
ク
な
表
現
が
あ
り
ま
す
。
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苦
手
な
方
は
バ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。
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第
１
話
－
夜
風
ニ
吹
カ
レ
－
（
前
書
き
）

フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ッ
！
！
！

や
、
す
い
ま
せ
ん
。

↓
か
ら
本
編
で
す
。
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第
１
話
－
夜
風
ニ
吹
カ
レ
－

そ
れ
は
、
持
ち
主
の
死
神
が
死
ん
で
、

持
ち
主
が
居
な
く
な
っ
た
デ
ス
サ
イ
ズ
を
意
味
す
る
。

死
神
の
鎌

迷
子
で
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
デ
ス
サ
イ
ズ
は

暴
走
し
て
デ
ス
リ
ス
ト
に
名
が
載
っ
て
い
な
い
者
の
首
ま
で
刎
ね
る
。

死
の
手
帳

そ
の
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
を
浄
化
さ
せ
る
の
が
、

迷
え
る
死
神
の
鎌

死
神
、
『
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
＝
ア
ル
フ
ィ
ス
』
。

そ
し
て
デ
ス
サ
イ
ズ
の
、
『
ア
リ
ス
＝
キ
ャ
ル
ノ
ワ
ー
ル
』
。

＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊

「
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
、
仕
事
だ
。
」

ア
リ
ス
は
パ
ラ
ッ
と
ス
ト
レ
イ
ト
リ
ス
ト
を
捲
る
。

迷
え
る
リ
ス
ト

「
．
．
．
今
回
は
？
？
」

ふ
ぅ
．
．
．
っ
と
煙
草
の
紫
煙
を
夜
の
風
に
乗
せ
、
ア
リ
ス
に
問
う
。

「
マ
リ
ア
＝
カ
ル
ラ
。
ア
ル
ト
ラ
フ
ィ
の
街
を
監
視
し
て
い
た
奴
の
デ
ス
サ
イ

ズ
だ
。
」

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
は
煙
草
を
地
面
に
捨
て
、
踏
み
潰
し
火
を
消
す
。

―
―
ソ
レ
が
、
ア
リ
ス
へ
の
合
図
。
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ア
リ
ス
は
、
キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
っ
と
音
を
立
て
鋭
い
刃
の
大
鎌
に
変
わ
る
。

刃
は
血
の
よ
う
に
赤
く
、
他
は
闇
の
よ
う
に
黒
い
。

満
月
の
夜
、
ソ
レ
は
始
ま
る
。

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
は
全
身
の
黒
尽
く
め
を
冷
た
い
夜
風
に
な
び
か
せ
屋
根
の
上
を
駆

け
、
飛
ぶ
。

「
．
．
．
ス
ト
レ
イ
ト
の
位
置
は
。
」

マ
リ
ア
＝
カ
ル
ラ

「
北
３
０
０
ｍ
、
そ
れ
か
ら
右
へ
曲
が
っ
た
路
地
だ
。
」

「
―
―
了
解
。
」

バ
ッ
と
、
体
を
風
の
抵
抗
を
受
け
つ
つ
左
へ
方
向
転
換
す
る
。

一
瞬
、
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
の
赤
黒
い
血
の
よ
う
な
眼
が
光
っ
た
。

そ
う
、
敵
の
お
出
ま
し
だ
。

「
ク
ッ
ク
、
自
分
か
ら
出
て
く
る
と
は
な
。
俺
ァ
、
も
う
帰
り
て
ェ
ん
だ
。
大

人
し
く
し
な
。
」

「
―
―
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
、
来
る
ぜ
．
．
．
．
っ
！
！
」

キ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ィ
ン
ッ
！
！
！
！
！

ア
リ
ス
の
言
葉
と
共
に
鎌
が
交
わ
っ
た
。
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と
て
つ
も
な
い
音
は
静
か
な
真
夜
中
の
ア
ル
ト
ラ
フ
ィ
の
街
に
響
く
。

響
い
た
音
は
夜
風
に
流
さ
れ
、
フ
ワ
ッ
と
、
夜
の
空
に
黒
い
煙
が
上
が
っ
た
。
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第
１
話
－
夜
風
ニ
吹
カ
レ
－
（
後
書
き
）

ど
う
で
し
た
か
？
？

私
的
に
は
、

初
め
て
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
し
て
は
結
構
出
来
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

満
足
満
足
♪
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第
２
話
－
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
ノ
コ
コ
ロ
－
（
前
書
き
）

の
ろ
の
ろ
と
活
動
中
。



9

第
２
話
－
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
ノ
コ
コ
ロ
－

「
―
で
、
で
す
ね
、
昨
日
死
ん
だ
死
神
、
ク
リ
ハ
イ
ア
＝
イ
ス
リ
ー
の
デ
ス
サ

の
鎌

死
神

イ
ズ
を
浄
化
し
て
欲
し
く
来
ま
し
た
。
」

女
性
が
依
頼
を
し
て
き
た
。

ズ
ズ
ッ
と
、
珈
琲
を
啜
り
話
を
聞
く
黒
尽
く
め
の
男
は
、
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
＝
ア
ル

フ
ィ
ス
。

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
は
、

持
ち
主
の
死
神
が
死
ん
で
、

持
ち
主
が
居
な
く
な
っ
た
デ
ス
サ
イ
ズ
．
．
．

い
わ
ば
、
迷
子
で
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
デ
ス
サ
イ
ズ
は

暴
走
し
て
デ
ス
リ
ス
ト
に
名
が
載
っ
て
い
な
い
者
の

死
の
手
帳

首
ま
で
無
差
別
に
刎
ね
る
、
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
を

迷
え
る
死
神
の
鎌

浄
化
す
る
仕
事
を
や
っ
て
い
る
。

そ
の
隣
で
話
の
内
容
を
メ
モ
し
て
い
る
の
は
、

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
の
デ
ス
サ
イ
ズ
、
ア
リ
ス
＝
キ
ャ
ノ
ワ
ー
ル
。

「
デ
ス
サ
イ
ズ
の
名
前
と
レ
ベ
ル
は
？
？
」

ア
リ
ス
が
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
の
変
わ
り
に
問
う
。

「
カ
ル
メ
ラ
＝
メ
ア
リ
で
す
。
レ
ベ
ル
４
。
」

「
解
っ
た
、
後
は
俺
ら
に
任
せ
ろ
。
」

女
性
を
と
っ
と
と
部
屋
か
ら
追
い
出
し
、
夜
に
な
る
の
を
待
っ
た
。
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＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　
＊
＊
　

＊
＊
　
＊
＊

「
カ
ル
メ
ラ
＝
メ
ア
リ
．
．
．
．
．
」

ブ
ラ
ッ
デ
ィ
が
呟
く
。

「
知
り
合
い
か
？
？
」

ア
リ
ス
が
問
う
。

「
い
や
、
違
う
。
甘
い
名
前
だ
な
と
思
っ
て
な
．
．
．
」

「
．
．
．
キ
ャ
ラ
メ
ル
に
似
て
る
っ
て
事
か
？
？
」

「
嗚
呼
．
．
．
。
」

「
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
、
甘
い
の
嫌
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
か
？
？
」

「
嫌
い
だ
。
だ
か
ら
コ
イ
ツ
も
俺
の
嫌
い
な
奴
な
ん
だ
ろ
う
な
．
．
．
っ
て
な
。

カ
ル
メ
ラ
＝
メ
ア
リ

」敵
と
戦
う
前
の
こ
ん
な
喋
り
で
も
、
互
い
の
緊
張
を
解
す
為
に
や
っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
４
は
自
を
持
っ
た
デ
ス
サ
イ
ズ
。

か
な
り
強
敵
だ
ろ
う
。

「
―
―
さ
、
今
夜
も
い
っ
ち
ょ
や
り
ま
す
か
っ
。
」

鋭
い
音
を
立
て
て
ア
リ
ス
は
鎌
に
な
る
。
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「
―
―
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
！
！
！
」

ア
リ
ス
の
叫
び
と
共
に
、
バ
ッ
と
屋
根
を
移
動
す
る
。

「
チ
ッ
．
．
．
．
」

『
ヒ
ト
ヲ
、
コ
ロ
シ
タ
イ
ノ
。
ワ
タ
シ
ハ
レ
ベ
ル
４
。
レ
ベ
ル
５
ニ
ナ
リ
タ
イ

ノ
。

　
ダ
カ
ラ
、
ア
ナ
タ
タ
チ
、
チ
カ
ラ
ノ
ア
ル
モ
ノ
ヲ
コ
ロ
シ
テ
レ
ベ
ル
５
ニ
ナ

リ
タ
イ
ノ
。
』

「
コ
レ
が
カ
ル
メ
ラ
＝
メ
ア
リ
か
。
」

《
み
た
い
だ
ね
。
》

「
名
前
は
甘
く
て
も
、
コ
イ
ツ
自
身
は
甘
く
な
い
よ
う
だ
。
」

煙
草
に
火
を
つ
け
咥
え
る
。

そ
し
て
、
軽
く
深
呼
吸
を
、
高
く
飛
ぶ
！
！

「
い
く
ぞ
、
ア
リ
ス
！
！
！
」

《
嗚
呼
っ
！
！
》

―
―
刹
那
、
グ
シ
ャ
ッ
と
い
う
音
と
共
に
赤
黒
い
‘
ソ
レ
’
は
飛
ん
だ
。

そ
し
て
、
コ
ロ
ン
ッ
と
、
転
げ
落
ち
る
、
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
の
首
。

ド
ク
ド
ク
と
、
止
め
処
な
く
流
れ
て
く
る
紅
色
。

そ
れ
は
と
て
も
綺
麗
で
。

カ
ル
メ
ラ
＝
メ
ア
リ
の
叫
び
声
が
、
沈
黙
し
た
真
夜
中
の
街
に
響
く
。
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そ
し
て
、
朝
、
何
事
も
な
か
っ
た
よ
う
に
ま
た
世
界
は
め
く
る
め
く
。
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第
２
話
－
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
ノ
コ
コ
ロ
－
（
後
書
き
）

夜
宵
で
す
。

相
変
わ
ら
ず
し
ん
ど
い
。
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第
３
話
－
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
製
造
工
場
－
（
前
書
き
）

消
え
た
．
．
．
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第
３
話
－
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
製
造
工
場
－

街
外
れ
の
廃
工
場
。

そ
こ
は
、
人
気
が
な
く
、
寂
し
い
場
所
。

そ
の
１
つ
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
音
。

グ
シ
ャ
ッ
、
グ
シ
ャ
ッ
、
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ッ
、
．
．
．
．
。

「
む
ぅ
ー
、
イ
チ
ハ
、
飽
き
ち
ゃ
っ
た
ぁ
」

「
し
ょ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、
こ
れ
が
私
達
の
仕
事
な
ん
だ
か
ら
。
」

廃
工
場
の
１
つ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
う
。

ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
造
り
。

死
神
を
捕
ま
え
て
は
殺
す
。

そ
の
作
業
を
繰
り
返
し
、
デ
ス
サ
イ
ズ
を
逃
が
し
、
造
る
。

「
ね
ー
ぇ
ー
、
も
っ
と
面
白
い
事
し
よ
ー
よ
ぉ
ー
」

む
す
り
と
頬
を
膨
ら
ま
す
の
は
、
イ
チ
ハ
＝
メ
ィ
リ
ン
。

死
神
だ
。

そ
の
横
は
、
ク
ラ
ッ
ク
＝
グ
ラ
フ
ァ
ス
。

デ
ス
サ
イ
ズ
だ
。

「
や
れ
と
上
の
お
偉
い
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
て
る
ん
で
す
か
ら
、
ね
？
？
イ
チ
ハ
。

」「
や
だ
ぁ
ー
、
イ
チ
ハ
も
っ
と
楽
し
い
事
し
た
ぃ
ー
っ
！
！
あ
ー
そ
ー
び
ー
た

ー
い
ー
っ
！
！
」
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「
ち
ょ
い
と
煩
い
ん
や
あ
り
ま
へ
ん
か
？
？
イ
チ
ハ
サ
ン
。
」

《
そ
う
だ
そ
う
だ
っ
、
う
っ
せ
ー
ぞ
イ
チ
ハ
》

死
神
達
の
首
を
規
則
的
に
刎
ね
て
い
る
の
は
、

死
神
の
、
ク
ロ
ハ
オ
ル
＝
ヨ
ウ
ヒ
。

そ
し
て
、
そ
の
デ
ス
サ
イ
ズ
の
、

カ
ル
ッ
ク
＝
コ
コ
エ
ン
。

「
煩
い
と
は
何
よ
ぉ
っ
！
！
」

「
イ
チ
ハ
っ
、
い
い
加
減
に
し
な
さ
い
。
」

「
も
ー
、
何
よ
ぉ
っ
、
ク
ラ
ッ
ク
の
バ
カ
っ
！
！
」

イ
チ
ハ
は
、
パ
シ
ッ
と
ク
ラ
ッ
ク
の
手
を
掴
む
と
、

ク
ラ
ッ
ク
は
ス
ッ
と
、
鎌
に
な
っ
て
行
く
。

「
イ
チ
ハ
、
外
で
遊
ん
で
く
る
も
ん
っ
！
！
」

そ
う
言
っ
て
イ
チ
ハ
は
鎌
を
持
っ
て
外
へ
飛
び
出
す
。

ク
ラ
ッ
ク

「
あ
ー
あ
、
行
っ
て
し
も
た
。
僕
等
、
悪
く
な
い
よ
な
ぁ
？
？
」

《
あ
ぁ
、
イ
チ
ハ
の
バ
カ
が
悪
い
ん
じ
ゃ
っ
！
！
》

「
．
．
．
そ
ろ
そ
ろ
、
休
憩
と
し
ま
し
ょ
か
。
カ
ル
ッ
ク
。
」

そ
れ
を
聞
け
ば
カ
ル
ッ
ク
は
人
間
の
姿
に
な
る
。
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「
は
ぁ
、
今
日
も
疲
れ
た
。
　
．
．
．
兄
さ
ん
が
死
神
だ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の

ク
ラ
ッ
ク

に
．
．
．
。
」

「
そ
う
や
ね
ぇ
、
カ
ル
ッ
ク
達
、
両
方
デ
ス
サ
イ
ズ
や
さ
か
い
に
。
」

「
で
も
ま
ぁ
、
僕
は
兄
さ
ん
と
こ
う
や
っ
て
仕
事
出
来
る
の
が
１
番
だ
け
ど
．
．

．
」

「
．
．
．
ん
、
カ
ル
ッ
ク
は
偉
い
、
偉
い
．
．
．
」

ク
ロ
ハ
オ
ル
は
細
目
を
少
し
開
き
ニ
コ
リ
笑
い
、

カ
ル
ッ
ク
の
頭
を
撫
で
る
。

カ
ル
ッ
ク
は
目
を
瞑
り
ク
ロ
ハ
オ
ル
の
膝
へ
頭
を
乗
せ
静
か
に
眠
り
に
つ
い
た
。

ま
た
、
１
・
２
時
間
後
に
は
悲
鳴
と
、

首
を
刎
ね
る
音
が
賑
や
か
に
静
か
な
廃
工
場
へ
と
響
い
て
い
た
―
―
。
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第
３
話
－
ス
ト
レ
イ
ト
デ
ス
サ
イ
ズ
製
造
工
場
－
（
後
書
き
）

性
別
が
解
ら
ん
キ
ャ
ラ
が
い
た
の
で
、
性
別
紹
介
～
イ
エ
ー
イ
 

・
ブ
ラ
ッ
デ
ィ
↓
男

・
ア
リ
ス
　
 

↓
男

・
イ
チ
ハ
 

↓
女

・
ク
ラ
ッ
ク
　
↓
男

・
ク
ロ
ハ
オ
ル
↓
男

・
カ
ル
ッ
ク
　
↓
女
 

ぇ
、
予
想
外
で
し
た
？
？
ｗ
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ストレイトデスサイズ-迷える死神の鎌-
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この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n0211k/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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